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遠野街道から見た千葉家住宅。豪壮な茅葺きの建物や張り巡らした
石垣は、小城と見間違えるほどの存在感がある

野面積みの石垣に迫り出して建つ馬屋。入母屋造にしたのは
破風が人目を引くことを考慮したためともいわれる

石垣から片持ち梁を出して馬屋を
支えている

遠野は古くから南部駒と呼ばれる名馬の産地である。人々は農耕や運搬に使う大切な馬と曲り家で生活をともにした。母屋から南へ飛び出した部分が馬屋
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岩手県遠野市

※現在、遠野市によって千葉家住
宅を改修・保存活用する計画が
進められている

台所からニワ（土間）越しに馬屋が見える。家人は台所の囲炉裏端で来客を迎えたり、ニワで作業したりしながら、
常に馬の様子をうかがうことができた。馬屋の屋根裏は広い空間になっており飼料や茅を保存した

入座敷と奥座敷（奥）。どちらも折り上げ天井で棹縁に面皮材を
用いるなど凝った意匠がみられる。通し間としても使った

馬の健康や安全を
願って馬屋にかけられ
た絵馬。馬を慈しむ気
持ちが伝わってくる

馬屋南側にある廊下。右手が馬屋で、廊下に開く
戸口から馬の出し入れや肥出しをした

後年、2階を増築したため、採光のために屋根を切り上げ
てある。他の曲り家には余り見られない珍しい造り

千葉家住宅

人馬が一つ屋根の下に暮らした曲り家

南部地方（岩手県北部、青森県東部）に見

られる古民家の曲り家は、母屋と馬屋を直

角に連結したL字型の構造で知られ、馬が

人と同じ建物で暮らしていた。岩手県遠野

市の千葉家住宅は江戸後期の創建で、南

部曲り家屈指の規模。特徴的な屋敷構えを

今日まで良く残しており、貴重な建物である。
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The Chiba Residence

かつての千葉家は遠野に広大な田畑や山

林を所有する豪農であった。屋敷は山麓を

開墾し石垣を組んで造成した約800坪の敷

地に建ち、重厚な茅葺き屋根の建物が遠野

街道に面した高台で偉容を誇っている。創

建時の江戸後期天保年間（1830～1844

年）は大飢饉に見舞われた時期であったた

め、いわゆる「お助け普請」として、困窮する

人々を雇って屋敷を建てたと伝わる。

南向きの母屋は寄棟造で、西に入母屋造の

馬屋が突出している。L字型の建物は冬の卓

越風（北風、北西風）を遮り、ほらまえ（前庭）

は日だまりとなって寒さが和らいだ。母屋の小

屋組は和小屋組、馬屋は扠首組。馬屋の小

屋組が母屋の小屋組に乗る構造で、やや緩

く接続されているが、これは地震などの揺れ

に対して効果的な工夫である。

屋内はニワ（土間）が居住域と馬屋をつなぐ

間取りになっている。ニワに接した台所が生

活の中心であり、馬屋は常に人の目が行き

届いて飼育に便利であった。冬には台所の

囲炉裏から暖気が馬屋の破風に向かって流

れ、多少なりとも馬を温めた。また、ニワで馬

屋を隔てたのは衛生上の配慮でもあった。

台所の東には六間取りの座敷が続き、瀟洒

な造りの客間もみられる。肝煎り（庄屋）を務

め、最盛期には家人10名、使用人15名と20

頭ほどの馬がいたという千葉家の繁栄ぶり

が伺える。大正期頃には曲り家としては珍し

い2階2室も増築され、今に至っている。

敷地内には曲り家はもとより、江戸から大正

期にかけ建てられた土蔵や大工小屋、大規

模なハセ小屋も現存するほか、平成25年ま

で家人が暮らして創建当初の地に建物が残

されているなど、その文化的な価値は高く、

平成19年に国の重要文化財に指定された。

用語説明

【卓越風】ある地域である期間
に最も吹きやすい風

【ハセ小屋】稲を干すための横
木などを保管する建物

【馬釜】馬の飼料となる穀物を
煮たり、味噌作りに使ったりした
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